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日本語課外補講報告（2020 年 4月～ 2021 年 3月）

田中　信之

1　はじめに
　日本語課外補講は，富山大学に在籍する外国人留学生及び外国人研究者であれば誰でも受講できる
プログラムである。日常生活や大学での学習・研究活動に必要な日本語の習得を目指して，初級，中
級，上級の 3 つのレベル別クラスを開講している。2020 度は，前期（2020 年 4 月～ 9 月）と後期（2020
年 10 月～ 2021 年 3 月）にそれぞれ 15 週間開講した。
　以下，2020 年度の日本語課外補講の実施状況について報告する。なお，富山大学で実施されている
日本語課外補講は，五福キャンパスにおいて国際機構が実施するものと，杉谷キャンパスにおいて教
養教育院所属の日本語・日本事情担当教員が中心となり実施するものがある。本稿では 2020 年度に五
福キャンパスで国際機構が実施した日本語課外補講について報告する。

2　受講者
　前期は，初級クラスが 8 人，中級クラスが 16 人（うち 2 人は上級クラスも同時に受講），上級クラ
スが 27 人（うち 2 人は中級クラスも同時に受講），計 49 人が日本語課外補講（総合日本語コースを含
む）を受講した。49 人の在籍身分別の内訳は，大学院生 18 人，科目等履修生（県費留学生，日本語・
日本文化研修留学生）, 特別聴講学生各 8 人，研究生，特別研究学生 7 人，研究生（教員研修留学生）
1 人である。国・地域別の内訳は，中国 23 人，ベトナム 7 人，ブラジル 5 人，インド 4 人，タイ，ロ
シア各 2 人，インドネシア，チェコ，トルコ，パキスタン，バングラデシュ，マレーシア各 1 人である。
また，所属別の内訳は，人文学部 12 人，理工学教育部 11 人，工学部 9 人，人間発達科学部 4 人，人
文科学研究科，人間発達科学研究科各 3 人，経済学研究科，経済学部，医学薬学教育部各 2 人，芸術
文化学部 1 人である。
　後期は，初級クラスが 9 人（うち 1 人は中級クラスも同時に受講），中級クラスが 14 人（うち 1 人
は初級クラスも同時に受講，うち 6 人は上級クラスも同時に受講），上級クラスが 21 人（うち 6 人は
中級クラスも同時に受講），計 37 人が日本語課外補講（総合日本語コースを含む）受講した。37 人の
在籍身分別の内訳は，大学院生 19 人，研究生 6 人，科目等履修生（日本語・日本文化研修留学生）5
人，オープンクラス受講生 4 人，研究生（教員研修留学生），特別聴講学生，学部生各 1 人である。国・
地域別の内訳は，中国 17 人，インドネシア，ベトナム，ロシア各 3 人，タイ，バングラデシュ，ミャ
ンマー，マレーシア各 2 人，インド，ブラジル，マダガスカル各 1 人である。また，所属別の内訳は，
理工学教育部 11 人，経済学研究科，人間発達科学部各 5 人，富山県立大学 4 人，工学部，人文学部各
3 人，医学薬学教育部，経済学部，都市デザイン学部，人間発達科学研究科，生命融合科学教育部，理
工学教育部（理学系）各 1 人である。
　なお，協定校からの短期留学生については，日本語課外補講中級・上級クラスで開講されている科
目を総合日本語コースの科目として受講している（詳細は，総合日本語コース報告を参照のこと）。

3　授業担当者
　2020 年度前期は，国際機構専任教員 2 人（田中信之，濱田美和），および，非常勤講師 6 人（高畠智美，
中河和子，中田理子，松岡裕見子，要門美規，横堀慶子），2020 年度後期は国際機構専任教員 2 人（田
中信之，濱田美和），および，非常勤講師 7 人（高畠智美，田上栄子，中田理子，中野香保里，藤田佐
和子，松岡裕見子，水田佳歩）が授業を担当した。コーディネーターについては専任教員の田中信之
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が担当した。

4　授業日程
　前期は 2020 年 4 月 23 日（木）～ 8 月 14 日（金）を授業期間とした。曜日調整のため，5 月 1 日（金） 
と 5 月 9 日（木）は水曜日，7 月 22 日（水）は金曜日，8 月 7 日（金）は月曜日の授業を行った。後
期は 2020 年 10 月 9 日（金）～ 2021 年 2 月 5 日（金）を授業期間とした。曜日調整のため，11 月 6 日（金）
は火曜日，1 月 5 日（火）と 1 月 13 日（火）は月曜日，1 月 14 日（木）は金曜日の授業を行った。また， 
12 月 25 日（金）～ 1 月 4 日（月）は冬季休業，1 月 15 日（金）は大学入試共通テスト準備日のため，
休講とした。 
　オリエンテーションは，前期は 4 月 6 日（月），後期は 10 月 5 日（月）に開催した。前期は専任教
員 2 人（田中信之，濱田美和）と非常勤講師 1 人（高畠智美），後期は専任教員 2 人（田中信之，濱田
美和）がオリエンテーションを行った。オリエンテーションの案内は，国際機構のホームページに掲
載する他，日本語，英語，中国語の 3 カ国語表記で作成した案内を五福キャンパス内の各学部及び国
際機構棟談話室に掲示した。国際機構のホームページでは，時間割や授業概要（日本語，英語版を用
意）の閲覧ができるようにした。オリエンテーションでは，受講希望者一人一人と国際機構専任教員
および非常勤講師が面談し，受講者の日本語習熟度に応じたクラスを紹介し，受講申請書の提出によ
り，登録を行った。ただし，未渡日の学生や来日時期が遅れた学生等については，各クラスの担当者（初
級クラスと中級クラスは田中信之，上級クラスは濱田美和）がオンラインまたは対面で面談を行った
上で，開講期間の途中からの受講も認めた。

5　授業内容
5.1　時間割
　前期，後期ともに週 32 コマの授業を行った。前期の時間割を表 1，後期の時間割を表 2 に示す。

表 1　2020 年度前期 日本語課外補講（五福）時間割

曜 限 初級クラス 中級クラス 上級クラス

月

1 文法 A1 ( 横堀 )

2 文法 A1 ( 横堀 ) 漢字 C1 ( 濱田 )

3 文法 B1 ( 横堀 ) 表現技術 C1 ( 濱田 ）

4

火

1 文法 A1 ( 要門 )

2 生活日本語 A1a（バハウ） 文法 A1 ( 要門 ) 漢字 B1 ( 濱田 )

3 漢字 A1 ( 高畠 ) 文法・読解 B1a ( 要門 )

4

水

1 文法 A1 ( 高畠 ) 文法・表現 B1 ( 中河 )

2 文法 A1 ( 高畠 ) 文法・表現 B1 ( 中河 ) 読解 C1 ( 田中 )

3 作文 B1 （田中） 会話 C1 ( 高畠 )

4 日本文化 C1 ( 中河 )
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木

1 文法 A1 ( 横堀 ) 文法 B1 ( 要門 ) 文法 C1a （ 濱田 ）

2 生活日本語 A1（中田） 文法 A1 ( 横堀 ) 文法・読解 B1a ( 要門 ) 文法 C1b （ 濱田 ）

3 聴解・会話 B1a ( 横堀 ) 聴解 C1 （ 要門）

4 読解 C1 ( 田中 )

金

1 文法 A1 ( 田中 ) 文法・読解 B1b ( 松岡 )

2 文法 A1 ( 田中 ) 文法・読解 B1b ( 松岡 )

3 聴解・会話 B1b ( 田中 )

　　＊ 1 限 8：45 ～ 10：15，2 限 10：30 ～ 12：00，3 限 13：00 ～ 14：30，4 限 14：45 ～ 16：15

表 2　2020 年度後期 日本語課外補講（五福）時間割

曜 限 初級クラス 中級クラス 上級クラス

月

1 文法 A2 ( 中野 ) 文法・表現 B2a ( 田上 )

2 文法 A2 ( 中野 ) 文法・表現 B2a ( 田上 )

3 漢字 B2 ( 濱田 ) 聴解 C2　( 田上 )

4 漢字 C2 （ 濱田 ）

火

1 文法 A2 ( 水田 ) 文法・読解 B2a ( 中野 )

2 文法 A2 ( 水田 ) 文法・読解 B2a ( 中野 )

3 聴解・会話 A2 ( 藤田 ) 聴解・会話 B2 ( 水田 ) 読解 C2a ( 田中 )

4 読解 C2b ( 藤田 )

水

1 文法 A2 ( 田中 ) 文法・表現 B2a ( 高畠 )

2 文法 A2 ( 田中 ) 文法・表現 B2a ( 高畠 ) 会話 C2 ( 要門 )

3 作文 C2 ( 松岡 )

4

木

1 文法 A2 ( 田上 )

2 生活日本語 A2（中田） 文法 A2 ( 田上 ) 文法 C2a ( 濱田 )

3 漢字 A2 ( 中田 ) 文法 C2b ( 濱田 )

4 日本文化 C2　( 田上 )

金
1 文法 A2 ( 田中 ) 文法・表現 B2b ( 松岡 )

2 文法 A2 ( 田中 ) 文法・表現 B2b ( 松岡 )

　　＊ 1 限 8：45 ～ 10：15，2 限 10：30 ～ 12：00，3 限 13：00 ～ 14：30，4 限 14：45 ～ 16：15

5.2　初級クラスの授業内容
　初級クラスでは，前期，後期ともに，午前は月曜日から金曜日まで毎日 2 コマ連続で「文法」の授
業を行った。午後については，前期は「漢字」，後期は「聴解・会話」と「漢字」の授業を週 1 回 1 コ
マ行った。また，毎日，日本語の授業に出席することが困難な学生のために，「生活日本語」を開講し，
前期と後期ともに週 1 コマ，授業を行った。
　「文法」の授業週（10 コマ）では，『みんなの日本語 初級』Ｉ，II 第 2 版（スリーエーネットワー
ク）をメインテキストとして，教科書を 1 日 1 課ないしは 2 日に 1 課のペースで初級文型の導入及び
その定着のための練習を行った。授業の最初に，『毎日の発音練習』（独自開発教材）を用いた発音練習，
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Moodle 上での語彙テストも適宜取り入れた。

表 3　初級クラス「文法」（『みんなの日本語 初級』）の授業進度
第 1 週 1 課～ 3 課 第 9 週 28 課～ 30 課

第 2 週 4 課～ 6 課 1 課～ 6 課試験 第 10 週 31 課～ 33 課 26 課～ 32 課試験

第 3 週 7 課～ 12 課 第 11 週 34 課～ 37 課

第 4 週 13 課～ 14 課 7 課～ 12 課試験 第 12 週 37 課～ 39 課 33 課～ 38 課試験

第 5 週 15 課～ 18 課 第 13 週 40 課～ 43 課

第 6 週 19 課～ 21 課 13 課～ 18 課試験 第 14 週 44 課～ 45 課 39 課～ 45 課試験

第 7 週 22 課～ 25 課 第 15 週 47 課～ 50 課

第 8 週 26 課～ 27 課 19 課～ 25 課試験

   
　「聴解・会話」の授業では，初級クラス「文法」の時間に学んだ文法事項を定着させるため，『みん
なの日本語初級 聴解タスク 25』（スリーエーネットワーク）を中心に様々な聴解練習を行った。また，
応用会話練習を行い，聞く力と話す力，コミュニケーション能力を伸ばすことを目指した。
　「漢字」の授業では，『（新版）Basic Kanji Book Vol.1』（凡人社）をメインテキストとし，漢字を勉
強するために必要な知識を身につけると同時に，漢字の読み書きが正確にできるようになることを目
指した。
　「生活日本語」の授業では，『Basic Japanese for Students はかせ』〈1〉（スリーエーネットワーク）
をメインテキストとして，初級文型の導入及び会話力を伸ばすための練習を中心に行った。

5.3　中級クラスの授業内容
　中級クラスでは，前期は，「文法・表現」，「文法・読解」の授業を各科目とも週 2 日 2 コマ連続で各
4 コマ，「文法」，「聴解・会話」の授業を週 2 コマ，「漢字」，「作文」の授業を週 1 コマ行った。後期は，

「文法・読解」の授業を週 2 日 2 コマ連続で 4 コマ，「文法・表現」の授業を 1 日 2 コマ連続で，「漢字」，
「聴解・会話」の授業を週 1 コマ行った。
　「文法・表現」の授業では，『ジェイ・ブリッジ』（凡人社）をメインテキストとして，初級の文型や
表現を整理，復習するとともに，中級の文型や表現を導入し，それらを大学生活で遭遇する場面や様々
なトピックに合わせて，運用できるよう談話練習なども行った。
　「文法・読解」の授業では，『日本語中級Ｊ 301』，『日本語中級Ｊ 501』（スリーエーネットワーク）
をメインテキストとして，『日本語中級Ｊ 301』は 1 日（2 コマ）の授業で 1 課進むペース，『日本語中
級Ｊ 501』は 2 日（4 コマ）の授業で 1 課進むペースで，それぞれ中級の語彙や文法事項を導入し，主
に読解の力を伸ばすための練習を行った。
　「文法」の授業では，『中級へ行こう』（スリーエーネットワーク）をメインテキストとして，読むこと，
書くこと，聞くこと，話すことを通して，初中級・中級レベルの文法やその使い方を学び，さまざま
な練習を行った。 
　「聴解・会話」の授業では，前期は「聴解・会話 B1a」では状況や目的に合った適切な表現を使って
会話ができるよう練習を行い，「聴解・会話 b1b」では中級の文法事項や語彙の習得を意識しながら，
聴く練習を中心に行った。後期は，前期の「聴解・会話 B1a」と同様に，会話中心の練習を行った。
　「漢字」の授業では，『INTERMEDIATE KANJI BOOK 漢字 1000PLUS』Vol.1（凡人社）を用いて，
漢字・漢字語の読み方，書き方及び意味・用法の全体的な指導を行った。
　「作文」に関しては，自分の考えを，根拠を挙げて筋道を立てて書けるようにすること，文法・語彙・
表現を適切かつ効果的に使用できるようにすることを目標とし，作文の基礎を学び，協働的作業も行
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いながら，論理的な文章が書けるように練習を行った。

5.4　上級クラスの授業内容
　上級クラスでは，前期，後期ともに，「読解」の授業は前期週 1 コマ，後期は週 2 コマ行った。「文法」
の授業は前期，後期ともに週 2 コマ行った。「聴解」，「会話」，「日本文化」，「漢字」の授業を前期後期，
それぞれ週 1 コマ行った。「表現技術」の授業は前期のみ，「作文」の授業は後期のみ，それぞれ週 1
コマ行った。
　「読解」の授業は，前期は「読解Ｃ1」の 1 科目，後期は「読解Ｃ2a」と「読解Ｃ2b」の 2 科目を設けた。

「読解Ｃ1」「読解Ｃ2a」は，協働的な活動を通して批判的に読む能力を身につけることを目標とし，テ
キストの理解を深め，クラスメイトへの理解を深め，自分自身の考えを深め，自分のことを振り返る
ことができるように練習を行った。「読解Ｃ2b」は『新完全マスター読解 日本語能力試験Ｎ2』（スリー
エーネットワーク）をメインテキストとし，文章のしくみを理解し，細かい部分を正確に読み取る練
習を行った。また，各人の漢字語彙力向上のサポートとして，語彙マップを用いての漢字語彙の導入，
自宅学習後の小テストをクラス内で行った。
　「文法」の授業では，「文法 C1a」「文法 C1b」のレベル別の 2 科目を設けた。「文法 C1a」では『ＴＲＹ！
日本語能力試験Ｎ２文法から伸ばす日本語 改訂版』（アスク出版），「文法 C1b」では『ＴＲＹ！日本
語能力試験Ｎ１文法から伸ばす日本語 改訂版』（アスク出版）をメインテキストとし，大学での学習，
研究生活に必要な上級レベルの文法・表現について，演習形式で確認した。日本語能力試験の受験対
策もあわせて行った。
　「聴解」の授業では，聴解教材とあわせて，テレビやラジオ，インターネットなど，様々なメディア
を用いて，大学生活や日常生活に必要な聴解練習を行った。
　「会話」の授業では，大学生活や日常生活で出会う状況での会話力を伸ばし，より適切に会話の目的
が果たせるように練習を行った。また、専門において必要な口頭発話能力を伸ばす活動（発表、スピー
チ、討論など）を行った。
　「日本文化」の授業では，テレビ番組，アニメ映画，漫画，新聞・雑誌記事，自治体広報などの様々
なメディアを使用して，現代日本の流れ，若者の声，教育問題，ジェンダーといった視点から現代日
本社会の問題を考えた。
　「漢字」の授業では，前期は『使う順と連想マップで学ぶ漢字＆語彙 日本語能力試験N1』（国書刊行会），
後期は『漢字 1000PLUS INTERMEDIATE KANJI BOOK』Vol.2（凡人社）を使用して，読み方，書
き方及び意味・用法の全体的な指導を行った。
　「表現技術」の授業では，目上の人とのやり取りや，不特定多数の人に対して情報発信する際に必要
となる，フォーマルな場で用いられる日本語の表現を確認した後，メールやメモなど日常的・実用的
な文章の書き方やプレゼンテーション・スライドを利用しての口頭発表の練習を行った。
　「作文」の授業では，実際のレポートや論文を分析しながら，論理展開の仕方，構成，表現を学ぶこ 
とで，論理的な文章を書くための基礎力を身につけることを目標年，練習を行った。同時にレポート
作成上のルールも学び，自身が選んだテーマでレポートを書き進め，そのレポートを提出した。

6　試験
　初級クラス「文法」「聴解・会話」では，7 回の定期試験を実施した。定期試験の内容は会話試験である。

「漢字」では前期のみ復習テスト（中間・期末）を実施した。
　中級クラスでは，「文法・読解」「漢字」はそれぞれ中間試験と期末試験を，「文法」「作文」「聴解・
会話 B1a」「聴解・会話 B2」は期末試験を実施した。「文法・表現」は，前期は期末試験，後期は中間
試験と期末試験を実施した。
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　上級クラスでは，「文法」「聴解 C1」「漢字 C2」は中間試験と期末試験を，「表現技術」「聴解 C2」「漢
字 C1」は期末試験を実施した。「読解Ｃ1」「読解Ｃ2a」「作文」は期末レポートを，「日本文化」は，
前期は期末レポートと期末試験，後期は期末試験を実施した。「読解Ｃ2b」は毎回の授業で小テストを
実施した。「会話」は中間と期末に発表を課した。

7　カリキュラムについてのアンケート結果
　日本語課外補講の受講者に対して，授業内容とカリキュラムに関するアンケート調査を前期と後期
の授業期間中に実施したが，ここではカリキュラムに関するアンケート結果をまとめる。
　カリキュラムに関するアンケート調査は，1 人の学生が複数の科目を受講している場合も，1 回のみ
回答する形とした。表 4 に前期，表 5 に後期の結果をまとめた。なお，自由記述については，基本的
に学生が記述したとおりに掲載している。

表 4　前期のカリキュラムについてのアンケート結果 ( 回答者 16 人 )
1．どこでオリエンテーションの

ことを知ったか
　　( 複数回答 )

オリエンテーション出席者 (10 人 ) ・ オリエンテーションの掲示を見た (6 人 )
・ 専門の先生にきいた (2 人 )
・ 国際機構の先生にきいた (2 人 )
・ 事務の人にきいた (1 人 )
・ 友だちにきいた (2 人 )
・ その他（0 人）

日本語課外補講をどこで
知ったか

（複数回答）

オリエンテーション欠席者 (6 人 ) ・ 専門の先生にきいた（1 人）
・ 国際機構の先生にきいた（3 人）
・ 友だちにきいた（2 人）
・ 事務の人にきいた (0 人 )
・ その他（0 人）

2．どのクラスに出席したか 初級： 5 人
中級： 5 人
上級： 6 人

3．授業科目数の希望 今のままでいい（15 人） ：初級 5 人，中級 4 人，上級 6 人
多くしてほしい（1 人） ：中級 1 人  会話クラス
少なくしてほしい（0 人） 

4．授業科目の希望 今のままでいい（14 人） ：初級 5 人，中級 5 人，上級 4 人
新しい科目を作ってほしい（2 人） ：上級　ニュースから日本語を学ぶ，ビジネス日本語
　　　　　　　　　　　　　　　　　ニュース解析中

5．来期の授業時間帯の希望
　　（複数回答）

いつでもいい（3 人） ：中級 2 人，上級 1 人
専門の時間割がわからないので答えられない（8 人） ：初級 3 人，中級 2 人，上級 3 人
午前 1・2 限（4 人） ：初級 2 人，中級 1 人，上級 1 人
午後 3・4 限（0 人）
その他（1 人）：上級 1 人…（日本に入国できなく、ブラジルの逆の時差で授業がある
　　　　　　　　　　　　　　のが大変だったから、後期から授業を受け取ることを進
　　　　　　　　　　　　　　めないと思います。）

その他
・日本語の授業ありがとうございます。次の学期，ぜひ日本語の勉強を続けます。よろしくお願いします。（中級）
・教室で授業をうけたいです。（中級）
・とても良いですよね！（中級）
・今学期の読解クラスの時間があまり足りないので，教科書を教えきれません。後期に勉強したいです。（中級）
・留学生にとってもは実践的な日本語クラスを受けれるのは良いだと思います。 たとえば，最近のニュース、ポッド

キャスト、テレビ番組から日本語を学ぶことです。日常生活に関連しているので，内容と言葉を理解しやすくて楽し
いと思います。また、ビジネス日本語も学びたいです。卒業後，日本で働く方には必要だと思います。（上級）

・留学生が日本にいないですが，教科書pdfファイルがほしい。海外で日本教科書が見つけるのが難しい。（上級）
・特にないです。今までの受けた授業は価値がだいぶあるから，何も加えなくてもいいです。（上級）
・今のままでいいです。（上級）
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表 5　後期のカリキュラムについてのアンケート結果 （回答者 12 人）
1． ど こ で オ リ エ ン
テーションのことを
知ったか（複数回答）

オリエンテーション出席者 (7 人 ) ・ オリエンテーションの掲示を見た (1 人 )
・ 専門の先生にきいた (0 人 )
・ 国際機構の先生にきいた（3 人）
・ 事務の人にきいた (0 人 )
・ 友だちにきいた (3 人 )
・ その他（0 人）
・ 無回答（0 人）

日本語課外補講をど
こで知ったか

（複数回答）

オリエンテーション欠席者 (5 人 ) ・ 専門の先生にきいた（3 人）
・ 国際機構の先生にきいた（1 人）
・ 友だちにきいた（1 人）
・ 事務の人にきいた（0 人）
・ その他（0 人）
・ 無回答（0 人）

2．どのクラスに出席
したか

初級：7 人
中級：5 人 

3．授業科目数の希望 今のままでいい（12 人）：初級 7 人，中級 5 人
多くしてほしい（0 人） 
少なくしてほしい（0 人）

4．授業科目の希望 今のままでいい（11 人） ：初級 7 人，中級 4 人
新しい科目を作ってほしい（1 人）：日本人と会話，中級 1 人

5．来期の授業時間帯
の希望（複数回答）

いつでもいい（1 人） ：初級 1 人
専門の時間割がわからないので答えられない（3 人） ：初級 2 人，中級 1 人
午前 1・2 限（7 人）：初級 4 人，中級 3 人
午後 3・4 限（1 人） ：中級 1 人
その他（0 人）

その他
・日本語の先生はとでも優しいです。先生の授業は素晴らしいと思います。次の学期もお世話になります。（初級）
・先生たちはとても親切です、意見がありません。（初級）
・By studying Japanese course from Riko Nakada, I learned many information. The teacher taught me well. I 

benefited a lot. （初級）
・いつもお世話になっております。ありがとうございます。最近、コロナウイルスの感染者が下がってきました。も

しできれば来年の授業は対面で行ってもらえませんか？対面の授業が効果のほうが高いと思っていますから。宜し
くお願いします。（中級）

・今のままでよろしいです。新留学生として、日本語がどんどん上手になってきたのは先学期の日本語課外補講あっ
てのことです。どうもありがとうございました。（中級）

　コロナ下におけるオリエンテーションの開催となったが，出席者は例年よりも少なかった。渡日で
きない学生については，Zoom による面談を行った。
　また，授業科目数の希望や授業科目の希望を見ると，現状を満足していることが窺える。ただ，自
由記述で対面による授業を望む声があったように，学習者はオンライン授業による制限も感じていた
ようである。

8　おわりに
　昨年度後期の受講者数 96 人から，新型コロナ感染症拡大の影響により，受講者数が大幅に減ってし
まった。授業については，突然遠隔授業を開始するという困難に，担当教員が果敢に取り組んだ結果，
学生から一定の評価を得ることができた。ただし，未渡日の学生と富山在住の学生の混合クラスの場合，
完全オンライン授業とハイフレックス授業のどちらで対応するのか，未渡日の学生の母国で教科書が
購入できない場合どうサポートするかなど，解決すべき課題も少なくなかった。今後の新型コロナの
状況は見通せないが，様々な状況に対応できるよう担当教員で協力していかなければならない。




